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1.  阿賀野市の概要と沿革 
 

  阿賀野市は、新潟平野のほぼ中央に位置し、南側に大河阿賀野川が流れ、

東側に標高1,000メートル級の山々が連なる五頭連峰を背にして形成された扇

状地に6,500ヘクタール余りの水田が広がる穀倉地帯です。 

県都新潟市から南東へ約20キロメートル、東は新発田市、阿賀町、西は新潟

市、南は五泉市、阿賀町、北は新潟市、新発田市にそれぞれ接しています。磐

越自動車道と国道49号が南北に、国道460号と290号、ＪＲ羽越本線が東西に走

り、県都に隣接する自然環境豊かな地域です。 

阿賀野市は、東西約18.5キロメートル、南北約15.3キロメートルで、192.7平方

キロメートルの面積を有しています。地目別に見ると、農地が73.2平方キロメート

ル、宅地が12.1平方キロメートル、山林64.8平方キロメートルとなっています。 

阿賀野市の気候は、日本海気候に属していますが、冬期間でも近年の暖冬

傾向により、小雪となっています。春から夏にかけて、阿賀野川の水面を渡るよう

に、時折強い南東(ダシ)の風がこの地域を吹き抜けます。 

  自然山水はすべて五頭山脈に源流を発し、東から西又は北西に向かって流

れていてその主なるものは、北から折居川、大荒川、安野川、都辺田川がありま

す。ほかに人工用水路として、小松地先阿賀野川から取水し山裾を北上して新

潟東工業港へと延びる阿賀右岸大規模用水の幹線及び支線、水路が管内殆

どの農地を潤すとともに、農閑期でも大切な消防水利となっています。 

  道路網は、磐越自動車道が南部を横断し、市内唯一の安田インターチェンジ

があります。国道49号が中心部を貫いて、新発田･新潟を結ぶ国道460号と交差

しており、更に国道290号が山沿いを走り五泉市へと延びています。  県道は、

市街地から放射線状に、水原･出湯線、大室･水原線、新関･水原停車場線、

新潟･長浦線等があります。 

  平成6年7月28日、磐越自動車道、安田インター･新潟中央インター間が、平

成8年11月14日安田インター･津川インター間の供用開始、平成9年10月1日全

線開通により新潟市はじめ県内外からの交通アクセスがより良くなりました。 

ＪＲ羽越線新津･新発田間が平野部を南西から北東に走り、「きょうがせ」、「す
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いばら」、「かみやま」の3駅があります。 

  阿賀野市は、有史以来交通、経済、文化、軍事の要衝となり、徳川時代には

幕府直轄の奉行所や代官所が置かれ、廃藩置県前後の明治2年には越後府が

置かれ水原県となり、やがて新潟県と変遷したことから新潟県政発祥の地である

という自負もあり、平成7年8月には水原代官所を復元しました。 

市内の安田地区、笹神地区、京ヶ瀬地区は支配系統の異なる新発田領でし

たが、日常生活、経済活動に最も密接な水原地区の市場を中心に共同生活圏

が生成され一体感が培われ今日に至っています。 

これらを背景として昭和41年4月旧町村及び消防機関の協議会の総会にお

いて広域消防早期実現の決議がなされ、この方針に則り、県の助言指導を受け

ながら事務担当者から消防機関、町村執行部、議会へと段階的に広く研究協

議を重ね、紆余曲折の末、昭和45年10月1日から救急業務を旧水原町に委託

する方法により開始し、昭和48年4月1日一部事務組合が発足し、常備消防だ

けではありますが一体化が実現しました。 

その後昭和54年4月1日、阿賀北広域組合水原郷消防本部が発足。 

平成16年4月1日、水原町・安田町・笹神村・京ヶ瀬村が町村合併し、阿賀野市が誕

生、阿賀野市消防本部となり、平成26年に10周年を迎え、消防力強化のため旧各町

村にあった分遣所を統廃合し、新たに安田地区の新潟県東部産業団地内にかがやき

分署を開庁、１本部1署1分署体制になり、現在に至ります。  
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2．阿賀野市消防本部のあゆみ 
 
昭和48. 4. 1    水原郷消防組合発足、構成町村 水原町、安田町、笹神村、京ヶ瀬 

村、組合管理者に水原町長 佐藤貞太郎就任（消防長事務取扱)。 

水原郷消防職員として水原町退職者23名、安田町退職者6名、笹神 

村退職者3名を採用。新採用20名を含め常勤職員総員52名となる。 

                旧水原町消防庁舎を利用し消防本部・署を設置、消防自動車2台、 

救急車1台、指令車1台、署員33名、旧安田町消防本部を利用し安田 

分遣所を設置、消防車1台・救急車1台署員7名、旧笹神村消防団本部 

を利用し笹神分遣所を設置、消防車1台、署員6名、旧京ヶ瀬村農業 

共済組合事務所を利用し京ヶ瀬分遣所を設置、消防車1台、署員6名。 

以上の体制で発足した。 

昭和48. 4. 1  阿賀野川総合運動場を阿賀野川総合運動場協議会から当消防組合 

が引き継ぐ。 

昭和48. 7. 1    本署27名、安田分遣所9名、笹神分遣所8名、京ヶ瀬分遣所8名の体 

制となる。 

昭和48. 9.      軽連絡車1台購入本署に配置 

昭和48.11.      水槽付き消防ポンプ自動車1台購入、本署に配置 

昭和48.12.20    管理者水原町長佐藤貞太郎退職 

昭和49. 2. 7    笹神村長折笠信雄管理者（消防長事務取扱）に就任 

昭和49. 3.      指令車更新本署に配置 

昭和49. 3.31    職員1名退職。 

昭和49. 4. 1    職員新採用8名、実員59名となる。 

昭和49. 4.      笹神分遣所新庁舎鉄筋コンクリート造が落成し移転 

昭和49. 6.      軽連絡車1台購入安田分遣所に配置 

昭和49. 7. 1    本署31名、安田分遣所10名、笹神分遣所9名、京ヶ瀬分遣所9名の 

体制となる。 

昭和49. 9. 8    第25回県消防大会ポンプ操法競技大会ポンプ車の部で、 第3位入 

賞（会場佐渡小木町） 
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昭和49.10.      笹神分遣所消防車更新 

昭和49.11.21    本署消防車1台水原町消防団に返納 

昭和50. 4. 1    職員新採用1名、実員60名となる。 

昭和50. 4.      阿賀野川総合運動場連絡車1台購入本署に配置 

昭和50. 4.      軽連絡車1台購入笹神分遣所に配置 

昭和51. 4.      軽連絡車1台購入京ヶ瀬分遣所に配置 

昭和51. 7.      機材積載車1台購入本署に配置 

昭和51.10. 8    日本損害保険協会から消防車（BD-Ⅰ型）1台寄贈を受け本署に配 

置 

昭和52. 3.31    職員1名退職。 

昭和52. 4. 1    職員新採用1名、実員60名となる。 

昭和53. 3.31    職員1名退職により本署29名、安田分遣所10名、笹神分遣所10名、 

京ヶ瀬分遣所10名体制の実員59名となる。 

昭和53. 4. 1    新発田広域消防と消防相互応援協定締結 

昭和53. 5.12    安田局119番を本部へ移転。指令卓への組込は、6月5日 

昭和53. 7.23    二市北蒲原地区支会ポンプ操法競技会、署ポンプ自動車の部で優 

勝（会場 豊栄市） 

昭和53. 8.20    第29回県消防大会操法競技大会署ポンプ自動車の部で優勝（会場 

 六日町） 

昭和54. 3.31    水原郷消防組合解散 

昭和54. 4. 1    阿賀北広域組合発足 

                組合構成団体に豊栄市も含まれることとなったが、消防に関して 

は従来通り。 

                組合管理者に水原町長吉川正夫就任、消防長に小林正巳が就任。 

                消防施設、消防体制は旧水原郷消防組合より継承 

昭和54.11.13    村松瓦斯水道株式会社から広報車1台の寄贈を受け本署に配置 

昭和55. 2. 5    日本自動車工業会から救急車（2B型）1台の寄贈を受け本署に配置 

                旧救急車（A級）は予備車として運用 
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昭和55. 4. 1  職員新採用2名、本署31名、安田分遣所10名、笹神分遣所10名、京 

ヶ瀬分遣所10名、実員61名となる。 

昭和55. 4. 1  水原郷消防署救助隊発足 

昭和55. 7.20   二市北蒲原地区支会ポンプ操法競技大会署ポンプ自動車の部で優 

勝（会場 水原町） 

昭和55.10.24   副管理者笹神村長折笠信雄任期満了退任 

昭和55.10.25   笹神村長五十嵐利彦副管理者に就任 

昭和56. 1. 1   職員１名死亡退職、実員60名となる。 

昭和56. 3. 1   救急医療情報システム端末機設置により運用開始(県委託) 

昭和56. 3.31   職員１名退職。 

昭和56. 4. 1   職員新採用2名、実員61名となる。 

昭和56. 7.24   第10回消防救助技術東北指導会初出場（会場 仙台市） 

昭和56.11.30   防衛施設庁補助事業により消防ポンプ自動車（BD-Ⅰ型）1台購入 

本署に配置 

昭和57. 3.31   消防庁舎建設用地取得、造成工事完了（6,049㎡） 

昭和57. 6. 9   副管理者京ヶ瀬村長小林健司任期満了退任 

昭和57. 6.10   京ケ瀬村長米山俊彦副管理者に就任 

昭和57.11.22   消防庁、消防施設補助事業により消防ポンプ自動車（BD-Ⅱ型)1 

台購入安田分遣所に配置 

昭和58. 3.     新消防庁舎竣工 

昭和58. 4.15   新庁舎に移転、業務開始 

昭和58. 7.12   新消防庁舎竣工式 

昭和58. 8.     消防庁舎舗装工事竣工 

昭和58. 9. 1   豊栄市と消防相互応援協定締結 

昭和58.12.     消防庁舎消雪パイプ施設工事竣工 

昭和59. 7. 5   屋外訓練場張芝工事竣工 

昭和60. 5.     幼年消防クラブ、15クラブ発足 

昭和60. 8.28   職員1名退職。 
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昭和60.10.30    消防庁消防施設補助事業により消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型）1台 

購入、京ケ瀬分遣所に配置 

昭和61. 4. 1    職員新採用1名、実員61名となる。 

昭和61. 5.      幼年消防クラブ、7クラブ結成し22クラブとなる。 

昭和61. 8.25    日本損害保険協会から消防ポンプ自動車(BD-Ⅰ型)1台寄贈を受け 

本署に配置 

昭和62. 3.31    職員１名退職。 

昭和62. 4. 1    職員新採用1名、実員61名となる。 

昭和62. 5.      幼年消防クラブ、1クラブ結成し23クラブとなり、管内の結成率 

100％となる。 

昭和62. 8.25    ＮＴＴ衛星通信119番設置 

昭和63. 6.30    職員1名退職。 

昭和63. 8.      日本消防協会から救急車（2B型）1台寄贈を受け本署に配置 

旧救急車は予備車として運用 

平成元. 3.31    職員2名退職。 

平成元. 4. 1    職員新採用4名、実員62名となる。 

平成元. 5. 1    職員新採用1名、実員63名となる。 

平成 2. 1. 1  水原郷幼少年婦人防火委員会結成 

平成 2. 2.23  防衛施設庁補助事業により水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）1

台購入本署に配置 

平成 2. 3.31  職員2名退職。 

平成 2. 4. 1    職員新採用2名、転出1名、実員62名となる。 

平成 2. 7. 1    安田分遣所配置の日本赤十字社救急車（2B型)更新 

平成 2. 8. 1    指令車更新 

平成 2. 9. 1    新潟県・水原郷総合防災訓練を当管内において実施 

平成 3. 3.31    職員1名退職。 

平成 3. 4. 1    職員新採用4名、実員65名となる。 

平成 4. 3.31    職員1名退職。 

平成 4. 4. 1    定員72名、職員新採用4名、実員68名となる。 
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平成 5. 4. 1    定員78名、職員新採用5名、実員73名となる。 

平成 5.12.16    消防庁消防施設補助事業により救助工作車１台購入、本署に配置 

平成 5.12.20    管理者水原町長吉川正夫任期満了退任 

平成 5.12.21    水原町長五十嵐雄介管理者に就任 

平成 6. 3.31    職員2名退職。 

平成 6. 4. 1    定員78名、職員新採用6名、実員77名となる。安田分遣所19名体 

制となる。 

平成 6. 7. 1  磐越自動車道供用開始に伴い、安田分遣所に高速救急隊発足 

平成 6. 7.19    磐越自動車道消防相互応援協定、締結 

平成 6.12.13    高速救急隊用救急車（2B型）1台更新、安田分遣所に配置 

平成 7. 3.22    防衛施設庁補助事業により消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型）1台購入、 

笹神分遣所に配置 

平成 7. 3.31    副管理者笹神村長五十嵐利彦任期満了退任 

平成 7. 3.31    職員4名退職。 

平成 7. 4. 1    定員78名、職員新採用4名、実員77名となる。 

                新潟県消防防災ヘリコプタ－応援協定、締結 

平成 7. 4.24    笹神村長佐藤一宇副管理者に就任 

平成 8. 2.      消防庁消防施設補助事業により、消防緊急通信指令施設設置 

平成 8. 3.      消防庁及び県消防施設補助事業により高規格救急車（2B型）1台 

購入、本署に配置 

平成 8. 4.      連絡車１台更新、本部に配置 

平成 8.11.11    東蒲原広域消防組合との消防相互応援協定、締結 

平成 9. 3.      消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型900L水槽付）1台更新、安田分遣 

所に配置 

平成 9. 3.31    職員2名退職。 

平成 9. 4. 1    定員78名、職員新採用3名、実員78名となる。 

平成10. 3.20    職員1名死亡退職、実員77名となる。 

平成10. 4. 1    定員78名、職員新採用1名、実員78名となる。 

平成10. 8. 3    安田分遣所配置の日本赤十字社救急車(2B型)更新 
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平成10. 9.25  日本損害保険協会から消防ポンプ自動車(CD-Ｉ型)1台寄贈を受け 

本署に配置 

平成12. 3.31    職員1名退職。 

平成12. 4. 1    定員78名、職員新採用1名、実員78名となる。 

平成12. 5. 2    五泉市消防本部と「ホテルさきはな」における消防業務について 

覚書締結 

平成13. 3. 8    消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）1台更新、京ヶ瀬分遣所に配置 

平成13. 3.31    職員1名退職。    

平成13. 4. 1    京ヶ瀬分遣所、新庁舎移転、業務開始 

平成14. 9.28    新潟県消防長会主催、新潟県消防職員駅伝大会を当本部管内を会場 

に実施。優勝は五泉市消防本部 

平成15. 8. 9    職員1名死亡退職、実員76名となる。 

平成16. 3.   防衛施設庁補助事業により水槽付消防ポンプ自動車（水-Ⅱ型） 

1台更新、本署に配置 

平成16. 3.   財団法人日本消防協会から指令車1台寄贈を受け本部に配置 

平成16. 3.31    職員1名退職。 

平成16. 4. 1     阿賀野市消防本部となり、定員85名、消防職員75名・事務職員3名(消 

防団事務担当)、計78名体制となる。 

平成16.11.30   職員1名退職。 

平成17. 3.    24ｍ級はしご付き消防ポンプ自動車（CD-Ⅱ型）1台導入、本署に

配置 

平成17. 3.31   職員1名退職。 

平成17. 4. 1   定員85名、職員新採用4名、実員80名体制となる。 

平成17. 8. 4    安田分遣所配置の日本赤十字社救急車（2B型）更新 

平成18. 3.31   職員2名退職。 

平成18. 4. 1   定員85名、職員新採用2名、実員80名体制となる。 

平成19. 3.31    職員1名退職。 

平成19. 4. 1    定員85名、職員新採用2名、実員81名体制となる。 

平成19. 9.10  指令車（指令2号車）･広報車（指令3号車）老朽化のため廃車 
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平成20. 4. 1    定員85名、職員新採用3名、実員84名体制となる。 

平成20. 7.29   職員1名退職。 

平成20.10.28   消防庁消防施設等整備費補助事業・緊急消防援助隊設備整備事業 

補助により高規格救急車更新・本署に配置 

   前高規格救急車は、安田分遣所に配置 

平成21. 3.10   高規格救急車更新により、旧2B型救急車を朱色全面塗装して広報 

車(指揮後方支援車)として運用開始 

平成21. 3.31  職員1名退職。 

平成21. 4. 1  定員85名、職員新採用3名、実員85名体制となる。 

平成21.12.31  職員1名退職。 

平成22. 3.31  職員4名退職。 

平成22. 4. 1  定員85名、職員新採用5名、実員85名体制となる。 

平成23. 1.31  職員1名退職。 

平成23. 3. 1  防衛省補助事業により、消防ポンプ自動車(CD-Ⅰ型600L水槽付）1

台更新、笹神分遣所に配置 

平成23. 3.31  職員6名退職。 

平成23. 4. 1  定員85名、職員新採用5名、実員83名体制となる。 

平成23. 4.20  消防救急デジタル無線基本設計(電波伝搬調査等)業務委託 

平成23. 8.31  職員1名退職。 

平成23.10.13  消防緊急通信指令装置更新 

平成24. 3. 8  消防救急デジタル無線実施設計業務委託 

平成24. 3.26   緊急消防援助隊設備整備費補助事業により、救助工作車(Ⅱ型)1 

台更新、京ヶ瀬分遣所に配置 

平成24. 3.31   職員1名退職、事務職員1名異動。 

平成24. 4. 1   定員85名、職員新採用2名、実員82名体制となる。 

平成24. 6.26   消防機能再編事業基本・実施設計業務委託 

平成25. 3.31   職員5名退職。 

平成25. 4. 1   定員85名、職員新採用5名、実員82名体制となる。 

平成25. 4. 1   消防救急デジタル無線運用開始  
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平成26. 3.31   職員6名退職。 

平成26. 3.31   署所再編によって、安田分遣所、笹神分遣所及び京ヶ瀬分遣所の3 

分遣所を廃止 

平成26. 4. 1   定員85名、職員新採用6名、実員82名体制となる。  

平成26. 4. 1   かがやき分署新庁舎業務開始。1本部1署3分遣所から1本部1署１分 

署となり消防本部・消防署54名、かがやき分署28名の体制となる。  

平成26. 4. 1   高規格救急車1台更新、かがやき分署に配置  

平成26.10.10    職員1名退職。 

平成27. 2. 1    消防庁緊急消防援助隊設備整備助事業により、消防ポンプ自動車 

(CD-Ⅰ型600L水槽付)1台更新、本署に配置 

平成27. 2.      総務省所管に属する物品の無償貸与事業により、救助資機材搭載 

型消防ポンプ車1台借受、消防団安田常備分団に配置 

平成27. 2.26    防衛省補助事業により、高規格救急車1台更新、本署に配置 

平成27. 3.31   職員2名退職。 

平成27. 4. 1   定員85名、職員新採用5名、実員84名体制となる。 

平成27. 8.31    職員1名退職。 

平成28. 3.31   職員4名退職。 

平成28. 4. 1   定員85名、職員新採用5名、実員84名体制となる。 

平成29. 2. 8  消防ポンプ自動車(CD-Ⅰ型)1台更新、分署に配置 

平成29. 3.31    職員1名退職。 

平成29. 4. 1  定員85名、職員新採用2名、実員85名体制となる。 

平成29. 5. 1   職員1名退職。 

平成30. 1.16   総務省消防庁救急企画室事業「平成29年度寄贈救急自動車」によ 

り、アステラス製薬株式会社より高規格救急自動車1台寄贈を受け本 

署に配置 

平成30. 3.28  消防本部庁舎1階を改築し、女性職員専用浴室及びトイレを設置 

平成30. 3.31   職員1名退職。 

平成30. 4. 1  職員定数条例の改正により定員86名、職員新採用3名、実員86名体 

制となる。 
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平成30.12. 6  職員1名退職。 

平成31. 4.30  職員1名退職。 

令和 2. 3.31  職員1名退職。 

令和 2. 4. 1  定員86名、職員新採用2名、実員85名となる。 

令和 2. 8.31  職員1名退職。 

令和 3. 3. 1  防衛省補助事業により、水槽付消防ポンプ自動車（水-Ⅱ型）1台

更新、本署に配置 

令和 3. 3.31  職員3名退職。 

 



3． 阿賀野市消防本部管轄区域図

阿賀野市消防本部
阿賀野市消防署

かがやき分署

阿賀野市

至・新発田市

至・新潟市北区

至・新潟市江南区

至・新潟市秋葉区

至・阿賀町

至・五泉市

至・新発田市

- 12 -



名　称 構　造
所在地 建築年月日

阿賀野市消防本部 鉄筋コンクリート造

阿賀野市消防署 一部2階建

〒959-2003 昭和58年3月

 阿賀野市安野町 平成26年3月増改築

 14番4号 平成30年3月改築

℡ 0250-62-2058

かがやき分署

〒959-2206

 阿賀野市かがやき

 5917番地34

℡　0250-68-3007

4. 阿賀野市人口

5. 消防庁舎現況

5,925.68 ㎡ 1,034.72 ㎡ 1,898.54 ㎡

敷地面積

 43,421　人

　 13,389　世帯

 41,238　人
（男20,000人・女21,238人）

延べ面積

1,498.73 ㎡

　　　　　　 14,650　世帯

 国勢調査面積　(平成27年) 　192.74　k㎡

建築面積

 住民基本台帳世帯数　(令和3年3月31日現在)

 住民基本台帳人口　(令和3年3月31日現在)

 国勢調査人口　(平成27年)

 国勢調査世帯数　(平成27年)

鉄骨造2階建
平成26年3月

区　　　　分

3,903.88 ㎡ 786.6 ㎡
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市 長

6. 消防機構

予防課

防災課

団事務局

総務課

通信指令室

第1消防分隊
(兼務)

第2消防分隊
（兼務）

第1救急分隊
（兼務）

第2救急分隊
(兼務)

梯子分隊
(兼務)

救助分隊

第1消防分隊

第2消防分隊
（兼務）

第1救急分隊

第2救急分隊
(兼務)

第１小隊

第2小隊

第3小隊

かがやき分署

第１小隊

第2小隊

第3小隊

第１中隊

第2中隊

第3中隊

本 署

消防団係

庶務係

管理係

消防係

機械係

救急救助係

通信指令係

予防係

危険物係

消防団本部

消防本部

消防署

水原方面隊

安田方面隊

3分団23部

常備分団

3分団15部

笹神方面隊

京ヶ瀬方面隊

女 性 部

3分団24部

3分団13部
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(単位：千円）

当 初 予 算 額 前 年 度 比 較

909,877 57,221

909,877 57,221

721,791 58,675

( 2 )  給　  　料 ( 2 )  給　  　料 315,589 4,375

( 3 )  職員手当等 ( 3 )  職員手当等 235,313 △ 557

( 4 )　共　済　費 ( 4 )　共　済　費 102,598 1,658

( 8 )  報　償　費 ( 7 )  報　償　費 36 0

( 9 )  旅　  　費 ( 8 )  旅　  　費 559 100

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 10,782 39

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 1,054 51

(13)　委　託　料 (12)　委　託　料 165 △ 103

(16)　原 材 料 費 (15)　原 材 料 費 84 11

(18)　備品購入費 (17)　備品購入費 52,918 52,334

(27)　公　課　費 (26)　公　課　費 500 226

54,957 △ 45,912

( 1 )  報　　　酬 ( 1 )  報　　　酬 14,548 0

( 8 )  報　償　費 ( 7 )  報　償　費 30 1

( 9 )  旅　  　費 ( 8 )  旅　  　費 8,987 1

(10)　交　際　費 ( 9 )  交　際　費 10 0

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 8,329 684

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 2,025 115

(13)　委　託　料 (12)　委　託　料 0 0

(15)　工事請負費 (14)　工事請負費 0 △ 3,000

(18)　備品購入費 (17)　備品購入費 0 △ 43,836

(27)　公　課　費 (26)　公　課　費 349 120

37,701 5,012

( 9 )  旅　  　費 ( 8 )  旅　  　費 0 0

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 9,898 △ 5,037

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 3,507 21

(13)　委　託　料 (12)　委　託　料 8,509 △ 309

(15)　工事請負費 (14)　工事請負費 0 0

(18)　備品購入費 (17)　備品購入費 4,048 2,548

(25)  積　立　金 (24)  積　立　金 0 0

(27)　公　課　費 (26)　公　課　費 0 0

      7. 消防予算

年　度　別 令 和 元 年 度 年　度　別 令 和 2 年 度

　科　　　目 当 初 予 算 額 　科　　　目

9 消 防 費 852,656 9 消 防 費

1 消 防 費 852,656 1 消 防 費

1 常 備 消 防 費 663,116 1 常 備 消 防 費

311,214

235,870

100,940

36

459

10,743

1,003

268

(14)　使用料及び
　　　賃借料

791
(13)　使用料及び
　　　賃借料

798 7

73

584

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

861
(18)　負担金補助
　　　及び交付金

1,395 534

274

2 非 常 備 消 防 費 100,869 2 非 常 備 消 防 費

14,548

29

8,986

10

7,645

1,910

0

(14)　使用料及び
　　　賃借料

218
(13)　使用料及び
　　　賃借料

214 △ 4

3,000

43,836

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

20,458
(18)　負担金補助
　　　及び交付金

20,465 7

229

3 消 防 施 設 費 32,689 3 消 防 施 設 費

0

14,935

3,486

8,818

(14)　使用料及び
　　　賃借料

964
(13)　使用料及び
　　　賃借料

1,297 333

0

1,500

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

2,986
(18)　負担金補助
　　　及び交付金

10,442 7,456

0

0
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8,423 △ 3,380

( 8 )  報　償　費 ( 7 )  報　償　費 43 0

( 9 )  旅　  　費 ( 8 )  旅　  　費 114 △ 348

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 4,277 △ 525

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 761 107

(13)　委　託　料 (12)　委　託　料 2,095 △ 32

(18)　備品購入費 (17)　備品購入費 183 △ 171

(27)　公　課　費 (26)　公　課　費 75 0

1,757 606

( 9 )  旅　  　費 ( 8 )  旅　  　費 1,509 571

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 171 31

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 6 △ 67

(13)　委　託　料 (12)　委　託　料 71 71

84,994 42,165

( 1 )  報　　　酬 ( 1 )  報　　　酬 1,321 1,045

( 3 )  職員手当等 ( 3 )  職員手当等 1,060 60

( 4 )　共　済　費 ( 4 )　共　済　費 218 206

( 7 )  賃　　　金 ( 6 )  賃　　　金 0 △ 982

( 8 )  報　償　費 ( 7 )  報　償　費 100 50

( 9 )  旅　　　費 ( 8 )  旅　　　費 100 79

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 3,934 △ 469

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 1,330 522

(13)　委　託　料 (12)　委　託　料 14,961 3,736

(15)　工事請負費 (14)　工事請負費 14,350 14,350

(16)　原 材 料 費 (15)　原 材 料 費 119 25

(18)　備品購入費 (17)　備品購入費 42,868 23,487

 7 　山 岳 遭 難  7 　山 岳 遭 難 
　救 助 対 策 費 　救 助 対 策 費

( 9 )  旅　  　費 ( 8 )  旅　  　費 177 30

(11)　需　用　費 (10)　需　用　費 63 21

(12)　役　務　費 (11)　役　務　費 14 4

4 救 急 業 務 費 11,803 4 救 急 業 務 費

43

462

4,802

654

2,127

(14)　使用料及び
　　　賃借料

731
(13)　使用料及び
　　　賃借料

736 5

354

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

2,555
(18)　負担金補助
　　　及び交付金

139 △ 2,416

75

 5　水　　防　　費 1,151  5　水　　防　　費

938

140

0

73

 6　災 害 対 策 費 42,829  6　災 害 対 策 費

276

1,000

12

982

50

21

4,403

808

11,225

(14)　使用料及び
　　　賃借料

2,692
(13)　使用料及び
　　　賃借料

2,673 △ 19

0

94

19,381

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

1,885
(18)　負担金補助
　　　及び交付金

1,960 75

(23)　償還金利子
　　　及び割引料

0
(22)　償還金利子
　　　及び割引料

0 0

199 254 55

147

42

10
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ポ 消

ン 防

プ 吏

車 員

7 82

7 82

7 84

7 82

7 83

503 172

2,060

6,038

2,076

平成30
年度

192.7 2,063 2.2927.529

区分

年度

区分

人　口 世帯数

消防吏員一人あたり

面積
k㎡

2,051

62,541

2.35

10,999,634

平成30年度

ポンプ車一台あたり

面積
k㎡

人口 世帯数

　注:ポンプ車数には、ポンプ付き救助工作車１台とはしご車１台を含む。

1775092.35

175

14,535

2.35

176

5,957

530

8. 消防費と人口･世帯・消防吏員の割合

27.529

年度

平成28年度

平成29年度 901,970,000

消防費
当初予算額

人口一人あたり
の消防費

一世帯あたり
の消防費

　注:消防吏員は各年度末数。

41,702

    9．面積･人口・世帯数とポンプ車及び消防吏員の割合

6,128

6,209

42,897

27.529

令和2年度

21,026

934,238,000 21,494

住民基本台帳
人口及び世帯数
（年度末）

吏員一人あたり
の消防費

面積
k㎡

人口 世帯数

平成28
年度

14,35543,464

192.7

192.7
平成29
年度

14,44442,263

192.7

令和元年度 852,656,000 20,446 58,662 10,398,243

2,093

909,877,000 22,064 62,108 10,962,373

（単位：円）

65,081 11,393,146

14,422 27.529

880,097,000 20,824 60,931 10,477,345

523

2.32 497 177

令和元
年度

192.7 41,238 14,650 27.529 5,891
令和2
年度
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   (％)

83

46 51 56

50
～ ～

年齢
～

20 25 30 35 40 45

年　齢
平均

36.7

21 26 31 36 41

消防士 合　計

　10. 消防吏員数　

（1）階　級　別
　　  　 令和2年4月1日現在

階級 消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長

吏員 1 11 27 6 8 30 83

（2）勤続年数別
　　　　令和2年4月1日現在

階級
消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士 合　計

年数

1年未満 2 2

1年以上2年
未満 0 0

2年以上3年
未満 2 2

3年以上5年
未満 7 7

5年以上10年
未満 19 19

10年以上15
年未満 3 8 11

15年以上20
年未満 3 3

20年以上25
年未満 5 5

25年以上30
年未満 1 20 21

30年以上35
年未満 7 2 9

35年以上40
年未満 2 2

40年以上 1 1 2

合計 1 11 27 6 8 30 83

（3）年　齢　別          令和2年4月1日現在

～ ～ ～ ～ ～ ～
55

5

歳

2 10 20 11

10013.3 1.2 19.3 14.5

吏　　員 1 16 12 6

7.2 62.4 12 24.1構 成 比

(単位:人)

(単位:人)

(人)
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    階  級  別

大 型 免 許 1 10 27 6 8 26 78

中 型 免 許 2 3 1 5 11

普 通 免 許 1 9 26 6 7 23 72

大 型 特 殊 免 許 5 8 3 3 19

け ん 引 免 許 1 1

自 動 二 輪 免 許 1 7 17 1 1 3 30

原 付 免 許 1 9 20 3 3 8 44

5 10 3 2 6 26

1 8 2 11

1 8 2 11

3 24 5 7 23 62

1 9 24 6 8 30 78

1 7 3 6 16 33

5 12 2 19

5 9 3 4 9 30

5 8 3 4 4 24

5 2 2 5 14

甲 種 第 ４ 類 1 1

甲 種 第 ５ 類 1 1

乙 種 第 １ 類 1 1

乙 種 第 ２ 類 1 1

乙 種 第 ３ 類 1 1

乙 種 第 ４ 類 1 2 3

乙 種 第 ５ 類 1 1

乙 種 第 ６ 類 3 6 2 8 19

乙 種 第 ７ 類 1 1 2

乙 種 第 １ 類 1 6 2 1 10

乙 種 第 ２ 類 1 5 3 3 12

乙 種 第 ３ 類 1 7 2 2 2 14

乙 種 第 ４ 類 1 10 23 6 8 30 78

乙 種 第 ５ 類 1 8 2 2 2 15

乙 種 第 ６ 類 1 8 1 3 2 15

丙　　　種 1 2 4 7

防火査察専門員 1 5 2 1 1 10

危 険 物 専 門 員 2 4 6

消防用設備等専門員 2 2

第　１　種 1 1

第　２　種 1 1

応 急 手 当 指 導 員

ＪＰＴＥＣプロバイダー

消
防
設
備
士

自
動
車
運
転
免
許

ｉＰＥＤコース修了者

士
　
長

副
士
長

11. 消防吏員特殊技能資格取得状況

　                                 　　　　　　　　　　　　　             　　　（令和3年3月31日現在）(単位:人)

司
令
長

司
　
令

司
令
補

消
防
士

計

　資 格 区 分

消防設
備点検
資格者

ＩＣＬＳコース修了者

ＰＳＬＳコース修了者

危
険
物
取
扱
者

ＭＣＬＳコース修了者

救 急 救 命 士

救 急 Ⅰ 課 程 修 了 者

救 急 Ⅱ 課 程 修 了 者

救 急 標 準 課 程 修 了 者

予防
技術

資格者
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　　　　　階　級　別

　資 格 区 分

第２級陸上特殊無線技士 1 11 26 2 40

第３級陸上特殊無線技士 1 6 8 28 43

ア マ チ ュ ア 無 線 技 士 1 6 5 12

アセチレンガス溶接士技能者 4 10 1 3 3 21

１ 級 小 型 船 舶 操 縦 者 2 2 4

２ 級 小 型 船 舶 操 縦 者 2 7 2 3 14

潜　水　士 2 4 1 1 8

小型移動式クレーン運転技能講習 4 11 2 5 16 38

玉 掛 技 能 1 5 16 5 16 43

２ 級 建 築 士 1 1

足場の組み立て等作業主任者 1 3 3 1 1 9

乙種火薬類取扱保安責任者 1 1

酸素欠乏危険作業主任者 1 7 8

第２種酸素欠乏危険作業主任者 2 9 3 6 11 31

特定化学物質等作業主任者 2 1 3

テクニカルロープレスキュー 4 1 2 7 14
スイフトウォーターレスキュー

  レベル1 4 2 6 12
スイフトウォーターレスキュー

  レベル2 2 2

伐木等(大径木70cm以上)の業務特別教育 1 1

フルハーネス墜落制止用器具特別教育 7 2 14 23

　                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和3年3月31日現在）(単位:人)

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

計
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